
 

 

  

   

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2 

 子ども達は、お年玉をもらい喜んでいたのも束の間、コロナにおびやかされ、

インフルエンザは猛威をふるい健康管理に気をつかう毎日で、もう二月を迎えま

した。凧揚げ、こま回し、羽根つき等々外で大遊びをするのは、昔々のバアバの

夢物語なのでしょうか。 

 東行庵の梅の蕾はふくらみ春を呼んでいるのでしょうか。 

 保護者の皆様の気づかいのおかげで、子ども達は元気に登園して来ています。

北風に負けないで“ほっぺ”を真っ赤にして走り回っている子どもを見ると嬉しく

なります。中には転んですり傷をして保健室に来たりする子どもも。そんな日常

を目の当たりにすると又、これも嬉しさのひとつになります。 

 子どもを見ているって楽しいです。 

 昔から「子に過ぎたる宝なし」とばあちゃんからよく教わりましたが、まさに

私にとっては、園の子ども達を見るのは至福の時です。 

 

 子どもを大切にするって事は、もっともっと子どもを好きになるって事です。

園に来るたびに教えられる事がいっぱいです。 

 

子どもは、まわりのおとなや友達とかかわりながら、遊びや運動、手
あそびなどを通して、体の動かし方や指先の使い方を身につけていきま
す。こうした体の動きは、小学校に入ってからの生活の土台になります。

ほけんニュースより 


